
冷害危険期～目標水深20cm・20℃確保
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ここでの例は、平成16年（2004年）のものです。
冷害危険期は、品種・育苗形式、移植時期によって数日前後しますが、
7月1半旬～3半旬の期間で、この時期の天候は7月10日前後に気温が
数日間15℃以下に低下したものの、水田水温はほぼ20℃をキープしたことが幸いし、
花粉形成は障害を受けませんでした。
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